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メキシコ，エチェペリーア政権下の農地改革
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はじめに

ラテンアメリカ諸国では一般に，土地所有の著しい不

均衡，すなわちラティフンヂィオ（latifundio，巨大土地

所有）とミニフンディオ（minifundio，零細農〉の両極

構造が特徴的であり，多くの国において農地改革の必要

性がさけばれている。とくに最近では，いくつかの間で

農地改革は主要な政策課題のーっとしてとりあげられて

いるが，その中でこれまでに土地の再分配を伴うような

実質的な農地改革を実施したのは以下の例にかぎられ

る。（1)メキシコ (1917年－）， (2）グアテ7 ラ (1952～54

第 1；表 農場規模別耕地の分布状況（1970fド〕

｜農場数｜耕地面積｜農場数｜耕地曲i
~型担2.UJ~ho) 1 （%）ー穣（%）

1 ho 以下I2s1.1¥ 胤 11 33.2[ 0.7 
1.1～ 5.0 ha ' 286.0j 788.41 33.8, 3.4 
5.1～ 10.0 " I 100.01 767.3! 11.8: 3.a 
10.1～ 25.0 ’｜剖．刷 1,345.31 9.5: 5.8 
25.1～ 50.0 " I 38. 3' 1,412.4! 4.5 6.1 

50.1～100.0 " ! 25.4 1,894.9: 3.0 8.2 
100.1～袋)0.0 N : 14.9, 2,175.5; 1.8 9.4 
200.1-400.0 " : 9.9 2,835.9 1.2 12.3 
400.1 ho 以上 I 10.91 11,752.6, 1.3 印 .8

－亙二王~~;l自耐竺（出所〉 Direcci6n General de Estadlstica, V censos 

agrlcola-gamulero y ejidal 1970, resumen general, 

M白 ic玖1975,pp.23-25, Cuadro 4より作成。

（注〉 農場の中には且ヒードと総有地という異なる

土地所有形態のものが合まれる。
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年〕，（3）ボリビア（1953～55年〕，（4）キューパ (1959～印

年ふ（5）ペルー（1969～75年〉，チリ（1967～73年〉。

ここにみるようにメキシコは，他国にさきがけて革命，

農地改革を経験した国であるが，今日のメキシコの土地

所有状況を見ると，ラティフンディオ一一ミニフンヂィ

オ両極構造が克服されていないばかりか著しいかたちで

存在するのがわかる（第 1表〕。メキシコの農地改革は

1917年に始まり，たてまえ上は今日まで続いていること

になっているが，実質的な土地の再分自己が最も進展した

のは，：10年代後半のカルデ、ナス（LazaroCardenas）政権

下においてであった。カルデナス以後，すなわち40年以

後には国の農業政策の転換に伴い新しい形の大土地所有

ネオ・ラティフンディオ（neo-latifundio）が出現して．

土地所有の不均衡はいっそうはなはだしいものになっ

た（注い。

エチェペリーア（LuisEcheverria）前政権下の1975～

76年に，北西部のソノラ（Sonora），シナロア（Sinaloa)

両州で行なわれた土地の再分配は，当時この地方を中心

に激しく盛り上った農民運動，土地をめぐる紛争を鎮め

るための対症療法的な措置ではあったが，カルデナス以

後における最も積極的な農地改革の例として注目すべき

ものである。しかしエチェペリーアの跡を継いだロベス

・ポルティーヨ (Jo必 L6pezPortillo）現政権の農業政

策は，土地再分配よりも農業生産の増大に最重点、をおい

たものに再び転換され，有効な生産を行なう私的な農業

経営体を優先的に援助する方針がとられている。こうし

た背景において，上記の農地改革が実施された地域の農

村の現状はどうなっているのか，大いに関心がもたれる

ところであった。

筆者は1979年2月に，当研究所の現地調査活動の一環

とLてメキシコを訪問し，エチェペリーア政権下に行な

われた土地再分配の実態と，その後の農村の状況を視察

することができた。本稿はその報告である。

アラ
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(1-U）最近のメキシコの土地所有状況に関して

は，石井章「メキシコの農業問題と農業政策」（『農業構

造問題研究』第115号1978年4～6月） 36～42へージ。

I メキジコ市にて

2月のメキシコは春で，暑からず寒からず快適な気候

を呈する。 4年4カ月ぶりに訪問したメキシコの首都の

印象は，少なくとも表面的には，立派になったというも

のであった。石油ブームのおかげか，経済的にもいちお

う落着きを見せている。とくに今回はさきにペルーを訪

問してからきたために，たいへんな先進国へ来たような

印象を受けてしまう。たしかに首都の繁華街に乞食の姿

もみられるが，ペルーのリマのように貧困者が街にあふ

れているといった状態とは大違いだ。

以前と変わった点といえば，まず国際空港ビルの内部

が模様変えされ，装いを新たにしたため，熟知のはずの

この空港でまごついてしまったこと。つぎに違うのが衡

を走っている車。以前はメキシコ市でよく見かけた，そ

していまリマの街でよく見かける，ボ、デ、ィーの外装が華I]

れかけてガタガタ振わせながら走っているような車，そ

ういった種類の愉快なオンポロ車はこの都市からまっ犬こ

く影をひそめた。交通量はさらに増え，渋滞はいっそう

はなはだしくなった。そして大気汚染のひどさ。これさ

えなければ．メキシコ市の気候は天国なのだが。

交通渋滞といえば，空港から市内へ向う乗合いタクシ

ーに同乗した米人観光客の1人の老婦人が，あまりの渋

滞ぶりになかばあきれて， 「メキシコにはオイル＂／）t溢れ

ているからこんなに車が多いのですね」というと，運転

手が「いや，そうではない。あなたがたの大統領が交通

を遮断しているのですよ」とやり返す，ちょっと愉快な

やりとりが交された。ちょうどカータ一大統領のメキシ

コ訪問と重なったのだ。

現在メキシコ，アメリカ両国間の懸案事項としては，

主要なものは以下の3点にしぼられよう。まず第1にメ

キシコの原油および天然ガスのアメリカへの輸出，とく

に後者の価格をめぐる問題性ll，第2にメキシコ人労働

者の不法入国の問題，第3に貿易不均衡（メキシコ側の

大幅入超）の問題である。まず第1の問題であるが， 78

年のイラン革命に伴う同国の原油供給ストップ以来，サ

ウディ・アラピア級の推定埋蔵量を有し， OPE C非加

盟国であるメキシコの石油が世界の消費国の注目を浴び

ていることは周知のとおりである。一方メキシコとして

は，その地理的条件からLても，原油および天然ガスの

76 

最大の輸出先であるアメリカとの関係はきわめて重要で

ある。

第2の問題は，毎年100万人近いメキシコ人労働者が

同境を越えるが，その大多数は正式の労働許可をもたな

い不法入国者（undocumentedmigrant worker, indo-

cumenta<los）である。大量の失業人口を抱えるメキシコ

にとっては，このアメリカへの労働力移動が一つの安全

弁となっている。アメリカとしてもいまこの安全弁を閉

ざしてしまえば，南の隣国に重大な社会不安をもたらし，

ひいては政治的安定にも支障をきたしかねなν、それは

自国の利益にも反する。

このように両国間には密接な利害関係があり，メキシ

コとしてはいくら嫌いでも，この「近すぎるj北方の巨

人（注2）とうまく付き合っていかなければならないのであ

る。エチェペリーア前政権は，対外関係において第三世

界寄りの姿勢を示したが，ロペス・ポyレティーヨ現政権

は，より現実路線をとり，アメリカとの関係調整に腐心

している。

（注 1) メキゾヨでは原油の採掘に際して天然ガス

が必然的に糾うって出るが，後者は地理的条件からして

アメりカに売る以外に道はなL、。価絡の点でまだ両国

間の合意が得られず，メキシコは自国で消費しきれな

い天然ガスを無駄に燃やしている現状である。

（注2) 「おお憐れなメキシコよ。汝はいかに神の

閏から遠く， Lかにアメリカに近いことか。」これはメ

キシコ人が，世界最強国と隣り合わせに生きなければ

ならない自国の運命を自噺的に表現するときのきまり

文句である。

II 近年の農業問題

圏内に眼を転じよう。 1976年の後半，すなわちヱチェ

ペリーア前政権の最後の数カ月は，メキシコは政治的経

済的に近年にない混乱に見舞われた。まず8月に，過去

22年間対米貨安換率12.5ペソ（p目。）で国定していた通貨

を変動相場伽lに切り換え，ペソは一気に 1ドル22ぺソへ

と下った。農村部では70年代に入ってから各地で，土地

の再分配を求める農民による農場占拠が続出していた

が，とくに先進的な農業地帯である北西部のソノラ

(Sonora），シナロア（Sinaloa）両州で農民運動は激しか

った（注n.76年11月にエチェペリーア大統領は農民の要

求を受け入れて私有地の収用（有償〉と農民への譲渡，

そしてエヒード（ejido）の新設を決行した。これに抗議し

た地主，企業家は同盟して不耕作スト，操業停止を行な
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うなど，一時は危機的な状況が伝えられるなかで，｜司年

12月に政権はロベス・ポルティーヨ現大統領へ引き継が

れた（注2）。

ソノラ，シナロア両州はメキシコ農業の最先進地域で

あり，国の食糧および輸出向け農作物の生産の大きな部

分を占めている。したがヮて両州における不耕作，生産

減少は国の経済にとって深刻な影響を及ぼす。現政権は

「生産のための同盟」（Alianzapara la producci凸n）の

スローガンのもとに，生産第一主義を打出し，極力地主，

企業家との和解につとめている。

1917年に始まるメキシコの農地改革の基本精神は分配

の平等，社会正義の実現にあり，その線に沿って大土地

所有の解体，土地の再分配が行なわれた。それは1935～
40年のカルデナス政権のもとで最高潮に達し，集団エヒ

ード（ejido colectivo，共同経営を行なうエヒード〕｛注3)

がつくられた。しかし40年以後には，政府の基本姿勢が

社会改革志向型から経済発展指向型へ転換されたことに

伴い，農業政策も分配よりも生産に主眼をおいた方向に

転換された。具体的には，特定の地域に重点的に公共投

資を行ない，大規模な濯慨を施して，輸出向け商品作物

の生産を行なうことである。

こうした灘概地における商品作物生産の主たる担い手

として登場したのがネオ・ラティフンディオであった。

これは40年代までの土地再分配の対象とされたアシエン

ダ（hacienda，伝統的な大農闘〉とは異なり，企業的な経

営の大農場である。ところで農地改革法によれば，私有

できる濯瓶地面積の上限は 100ヘクタ－，レ注4）と定めら

れているが，便法として名義上所有者を分散させたり，

あるいは近隣のエヒードの土地を賃借りすることによゥ

て実質的に経営面積を増やしてU、るのがネオ・ラティフ

ンデ、イオの実態である．

近年のメキシコ農業Ii，一方にはこうしたネオ・ラテ

ィフンデ‘ィオがあり，他方tこは数の上で圧倒的多数を占

める零細農が存復するという二重構造によって特徴づけ

られる。後者にはエヒダタリオ（ejidatario，エヒードの

土地利用権者〉の大部分と零細な土地私有者が含まれるι

し、L、かえれば，メキシコ農業の担U、手は企業的農業経営

者（agricultor）と零細農民（campesino）とに分かれ，

それに加えて土地を特たない農業労働者（trabajador

agricola）が多数存在するということになる。最後の土

地なき農民のク＊ループの中には，エヒダタリオの次三男

で，エヒダタリオになれない者が多く含まれる。彼らは

土地再分配の実施，エヒードの新設を，政府に対して永

年要求し続けてきた。このようなメキシコ農業における

二重構造が最も顕在化しているのが先進農業地域であ

る。それは，国の経済にとって必要不可欠な農産物を供

給するが，メキシコ革命の謡う社会正義の精神に反する

ネオ・ラティフンディオと，社会正義の旗を掲げて土地

を要求する土地なき農民の対立というかたちをとって現

われた。

エチェペリーア前政権下の1976年末，ソノラ，シナロ

ア両外｜で，地主の反対を押しきって強行された土地再分

配は，カルデ、ナス以後における最も大規模かっ重要な農

地改革の例といえよう。それではこの農地改革の行なわ

れた地域のその後の状態はどうなっているのか。とくに

新設されたエヒードの現状はどうか。それを実地に見る

のが今回のメキシコでの現地調査の主目的であった。

現地に入るに際しでは，在メキシコ日本大使館よりの

紹介によって，メキシコ農地改革省次官に会い，次官よ

りソノラ，シナロア両州の農地改革省代表あての公文の

紹介状，および CAADES(Confederaci6n de Asocia-

ciones Agricolas de Estado de Sinaloa，シナロア州農

業者連盟総連合）の代表者あての私的な紹介状をもらっ

た。

(i11 ) Bartra, A., ＇‘Seis afios de lucha campe-

sina，＇’ bwestigacion economica Vol.36, No. 3 (Jul. 

/Sept. 1977), pp. 190-195. 

（注2〕 石井章「メキシコの農業問題と農業政僚J

47-49ベージ。

（注3) エヒードおよび集団エヒードについては，

石井章「メキシコの集団ソシエダーJ （小倉武一編者

『日本と世界の農業共同経営』 御茶の水書房 1975 

年） 151-163ベージ。

〈注4) 農地改革法249条 1砂 （LeyFederal de 

Reforma Agraria, 6a. ed., Mexico, Porrua, 1976. 

p. 180.) 

m シナロア州クリアカン平野瀧概地区

シナロア州の州都クリアカン（Culiacan）市はメキシコ

市の北西約mooキロに位置し，空路1時間40分あまりで

着く。当地へ着いたときは雨あがりで，街路はぬかるみ

だった。この時期は一般には乾期だが，たまにエキパタ

(equipata）と呼ばれる小雨期が掃入される。いまちょう

どそれにあたり，約半月間雨模様の日が続いた由。翌日

から雲一つない快晴となる。

シナロア州では灘概地の比率は全国平均よりはるかに

77 
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高い47%に達しており（第2表）， [ii］州の商業的農業は，

クリアカンマa野（Vallede Culiacan）地区，ブエノレテM

(Rio Fuerte）地区等のいくつかの広大な濯概地区に集中

している。商品作物としては綿，サトウキピ，果樹，野

菜類，米，小麦，ベニバナ（cartamo），ゴマ等がある。問

州では1976年11月に総面積1万3叩Oヘクタールの土地が

地主から農民に譲与され11t1 ), 30のエヒードが新たに形

成された。これらのエヒードはいずれも集団エヒードで

ある。 30の新設エヒードのうち10個が，クリアカン市の

周囲に広がるクリアカン平野濯概地区に存在する。同地

区の農作物は，輸出向の野菜類，とくにトマトと，サト

ウキピが中心を占める。サトウキビは地区内の製糖工場，

へ出され， トマトは陸路24時聞かけてアメリカ合衆国閑

境まで運ばれる。当地漫のトマトのうち，長良の品質の

ものはアメリカへ輸出され，次の品質のものが国内市場

第 1悶 ソノラ，シナロプ河川i0）位置

A ：ヤ川ヴウ J 、ド1！＇訓J'U也！ベ

B：ャキ，，，l./i'<l'V也｜〈

へ向けられる。それより品質の落ちるものは当地で消費 人あたりの灘概地面積は最低10ヘクタールである。

され，最後に残ったものは牛の餌にされるそうである。 エヒード・カンポ・ラグーナのエヒダタリオとなゥた者

？事者は，農地改革省シナロアチ｜、｜代表部の人の案内で， は，エヒード形成樹jには，同じ土地でカンポ・ラグーナ農

クリアカン平野地区の10個の新設エヒードのうち，カシ 場の賃労働者＝ペオン（pe6n）として働いてヤた。すな

；）｛・ラグーナ（CampoLagun且），メスキチイ｝ヨ・ヌメ わち一つの農場で｛動くベオンのグルーァ。に土地が与えら

¥1 ・ドス（MesquitilloN白mero2），カンポ・レべカ れてエヒードが形成されたわけである。彼らがエヒード

(Campo Rebeca）の三つを訪問することができた。カン の申請をはじめたのは1966年であるというから，目的を

ポ・ラグーナの例について述べれば， 1976年11月28日に 達成するまでに10年かかったことになる。農作物はト 7

2家族のJ也ミとから 289ヘクタールの土地が譲与されて， ト，サトウキビがとlで， 80ヘクタールでトマト， 66へク

エヒードが形成された。エヒダタリオ数は55名で， 1人 タールでサトウキビを栽均号する。トマトはクリアカン市

あたり耕地面積は 5ヘクタールで、ある。ちなみに新設ェ にある缶詰工場へ出される。その他にベニバナ，エジフ。

ヒードではすべて， l人あたり耕地面積は5ヘクタール ト立（garbanzo），フリホル豆（friiol), トウモロコシ等を

となっている。これは同じ地域の土地私有者あるいは！日 栽培する。

来のエヒードのエヒダタリオの所有耕地面積と比べて著 シナロア外｜には，エヒダタリオを除く，私的農業経営

しく少なし、。この地区では5ヘクタールという僅少な耕 者の連合組織である CAADES（シナロア州農業者連盟

地は個別に経営するのに適さないから，すべて共同経営 総連合〉が存在する。筆者は農地改革省次官より CAA

（集団エヒード）にする，というのが農地改革当尉者の DESの代表者あての紹介状をもらってきたので， ここ

説明であった。なお法律で定められた，エヒダ1タリオ l を訪問する。農地改革省の代表部の建物には農民が大勢

第2表 メキメコ農業に，＇ jめらソノラ， ン j ロア 2州の位置 (1974年）

.’一一
ソ ノ ブ ・HI シナロア州

メキ記ごJ'i宅す：
実 数 % ト実 数 % 

一一
地面積H~~ 812,741 3.5 4.4 

i唖波地面 h口 2,630,264 501,766 19.1 481,722 18.3 
濯淑地の比積廓%

I 11.4 61. 7 47.0 
小食の生産 トン） l, 119,400 40.2 312,6伺 11.2 
穀物のヲ産額高 100 ljへソ）

2,786,677 
64,224.0 6,020.2 9.4 6,009.6 , 9.4 

円 p •~,-,_ 

（出）9i) Latin .4meriιu Economic Repοrt, Vol. IV, No. 49 (17 Dec, 1976）より刊成。
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押しかけてゴタゴタしてνたのと対照的に， CAAlJES 

本部は近代的な会社のオフィスとヤった感じ。部毘の間

仕切がすべてガラス張りで，職員の執務ぶりが外かF》一

回でわかるようになっているのが印象的だった。

CAADESの傘下に，州内の各地域をカヴァーする 9

/!liJの農業者連盟（asociaci白n）がある。そのうちの一つで

あるクリアカン平野地区農業者連盟（AsocionAgricola 

del Vall de Culiacan）を紹介され，案内してもらう。

筆者は同連盟の事務局長に，いわゆるネオ・ラチィフン

ヂィオにつヤて尋ねたが，答えは否定的であった。事務

；＇.；）長の話によると，この土地では私的農業者の有する平

均耕地面積は20～25ヘクタールで，法律で定められた私

有地の上限 100ヘクタールに達する場合は少な」、。ただ

し，輸出向競菜栽培を行なうこの地域の農業では，個々

の農業者が個別に経営したのでは採算がとれなし、からグ

’Lーブ。を形成し共同で出荷，販売等を行なう。そして

そのグループ。は兄弟とか親類縁者で構成されることが多

ャ，という。これがネオ・ラティフンディオとヤわれて

いるものの実態であろうか。

この地域は，農民による私有地農場への位人．占拠，

u、わゆる fシパシオン（invaci6n）が頻発したところであ

る。この連盟の事務純には，こうしたインバシオン対策

を講じる部門がおかれてし、て，主として法律的な対策を

i来っていた。

CAADESの人の話によれば，シナロア州の農地の70

%はエヒードに属するが，生産は逆に70%が私有地農場

のもとで行なわれる。エヒダタリオは土地を有するが資

金を欠き，そのためエヒードの土地の生産性は低い。こ

うした現状を改普するために， CAADESではいま農業

開発のための新しい提案を用意している υこれによれば，

エヒダタリオは土地を提供し，私的農業者は資金を提供

して，エヒダタリオの土地で両者が共同して生逆にあた

ることになってν、る。もしこの提案が実胞に移されたな

らば，それは現政権の掲げる「生産のためのJifrn(I」政旅2

の農業部門における｝つのモデ）レとなろう。しかしこれ

は，永年の問少なくともたてまえ上は縦L、てきた農地改

革の泉本原則，すなわちエヒードと私有地とはI.t -Jきり

！見なる原理のもとにあり，私的農業者はエヒー｜ごの週刊

に千i少で、きない，という原則とは矛盾するものである。

(it 1) これは i’i発的な談 ＇i－（《lonaci6n）三あ J マ，

強制的な収用（afect忍ci6n）壬は異なら。

JV ソノラチHヤキ河港i院地区

ソノラ州でも農業はヤキ炉I滋概地区（Distritocle Riego 

clel Rio Yaqui）をはじめとするいくつかの広大な「潜

概地区」に集中している。同州｜では濯概地の比率は61.7 

%にたつする。農作物は小麦と綿が中心で，とくに小麦

は全国の生産高の4割を占めている（第2表〕。

1975年に，外｜南部のヤキ河港概地区のサン・イグナシ

オ・リオ・ムヱルト（SanIgnacio Rio Muerto）で， 78

人の地主の所有する4387ヘクタールの土地が収用され，

エヒード・サン・イグナシオ・リオ・ムエノレトが形成さ

れた。翌76年11月には，ヤキ河港紙地区および南隣のマ

ヨ河港i陵地区（Distritode Riego de) Rio Mayo）で 776

人の地主の所有する合計3万7665ヘクタールの耕地と，

濯瓶地区外の6万ヘクタールの牧草地が収用され， 89の

工ヒードが新設された。これらの土地再分配の受益者，

すなわち新たにエヒダタリオとなった者の数は8700名で

ある。 89エヒードのうち67がヤキ河濯純地区に， 5が7

三li11J／龍枇地区にあり，残りは牧草地における牧音．エヒー

ドである。これらの新設エヒードはすべて集団エヒード

である。

筆者はまず川｜都エルモシーヨ（Hermosillo）市にある，

農地改革省ゾノラ州代表部を訪れ，そこから同州シウダ

ー・オプレゴン（CiudadObreg6n，ヤキ河港i陵地区の中

心都市）支部へ紹介してもらった。ヤキ河潜i慨地区は，

総面積22万5000ヘクタールで，東京都よりもやや広い。

そのうち54%に相当する12方1000ヘクタールがエヒード

に属してヤる。エヒード数は 112, エヒダタリオ数は 1

万：3768である（第3表〕。濯概地区は東西南北に 2キロメ

ートル間隔の道路によって碁盤目状に区切られている0

2から見ると小麦の縁と，綿の栽培準備中の畑の茶色と

が調和して，突しい景観を呈している。

シウグー・オプレゴンには， 11年内iJの1968年の 1月から

鮪3表 ヤキi"J・マヨ／11）・ 111TI施政地｜去のご十地所有状況

(19781!'-) 

｜ャキjl惟淑l也lえ I－，ヨ 1＇惟削 lベ

総 I削減 I 22s,009ha I 95,328ha 
4ヒード ，｝）－！－）也｜ 121 ,:~72ho I 48,20SI旧

ヒー，：数 1 112 I 47 

L ヒダタリ才数｜ 13,768 I 7,652 
Eに有地 I 103,637ho I 47,1231ia 
｜・地所臼指数 1 3,859 I 4,075 

（出所） 農業・水資源行ソノラ州代表部での聞き，！｝

きによる。
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2月にかけて，筆者はエヒード調査のために滞在した。

今回は， 8年前の現地調査の際に2日ばかり立ち寄って

以来の訪問であり，懐しい。農業地帯のまっただ中に計

画的につくられた新興都市で，街路は広く美しい。古い

伝統を背負ったメキシコの他の地方都市とは一味違い，

アメリカ西部の都市のような印象さえ受ける。快晴のri
が続き，空気はあくまで澄んでし、る。スモッグの首都か

ら来るとここは別天地だ。

農地改革省ソノラ1-Hオブレゴン支部を訪問する。エル

モシーヨの代表部から電話連絡してもらっていたので，

すぐ支部長に面会できた。支部長はカストロ：髭をはやし

た肥大漢で，なかなか愛想がいい。この人が筆者の調査

に同行する係を任命してくれる。その係となったテイエ

ス氏（Lie.Miguel Angel Telles）は，体重100キロは越

すと思われる相撲取なみの巨漢だが，実に親切で，シウ

グー・オプレゴンにある農業関係の各種機関と，ヤキ伊I

濯概地区の6個の新設エヒードを案内してくれた。

訪問したエヒードは，ハシント・ぺス (JacintoLopez) 

フ。ラノ・オリエンテ（PlanoOriente），フ。ラン・デ・ア

ヤラ（Plande Ayala), ドス・デ・アブリyレ（2de Abril), 

yレfス・エンシーナス（LuisEncinas），それにサン・イ

グナシオ・リオ・ムエルトである。エヒ－ 1'・ハシント

・ロベスの場合について述べれば，エヒダタリオ数61名

で， 317へクタ｝ルの耕地（潜i陵地〉を有する。 1人あ

たり耕地面積は5ヘクタールで，これは新設エヒ｝ドす

べてに共通である。同じヤキ河濯j焼地区内でも， 30年代

に設立された旧来のエヒードにおいては，エヒダタリオ

1人あたり20ないし40ヘクタール，場合によっては50へ

クダールもの耕地を有する。

ハシント・ロペスでは，エヒードの土地の申請を始め

たのは1958年であった。 76年にエヒードが形成される以

前は，彼らは他のエヒード内に住み，私有地農場で農業

労働者として働いていた。現在のエヒード・ハシント・

ロペスの中心集落は，エヒード新設に伴いつくられた新

しい集落で，いまのところエヒダタリオ左その家族を含

めて25人が常住するのみである。主たる作物は小麦，ベ

ニパナ，大豆，エジプト豆である。農作業は労働監督

(secretario de trabajo）のもとにすべて共同で行なャ，

収益は年間労働日数にしたがって分配する。

シナロア州クリアカン平野地区の新設エヒードと比べ

ると，ヤキ河港概地区の新設エヒードに関しては目立づ

た特徴がある。それは前者の場合は，従来私有地農場の

農業労働者として農場内に定住していた者が，同じ農場

Bo 

の土地の一部を与えられてエヒダタリオとなったのであ

るが，後者の場合は，新エヒードのエヒダタリオはかな

らずしも従来その場所に住んでいた者ではなく，他の場

所（ヤキ河港補正地区内ではあるが）に住んでいた者であ

る，という点である。しかもここでは，エヒード新設後

もエヒード内の居住地域（エヒードの本部事務所のある

ところ）に住むエヒダタリオ家族は一部にすぎない。残

る者は別のエヒード内に居住するか，あるいはシウダー

．オプレゴンに住んでU、るという。

クリアカン地区，ヤキ河地区に共通して，新設エヒー

ドのエヒダタリオの暮しぶりは，同じ地区内の私的農業

者はもちろんのこと， 30年代に形成された！日来のエヒー

ドのエヒダタリオと比べた場合に，その貧しさが目立っ

た。それは 1人あたり耕地面積5ヘクタールという法定

最低基準に満たない農地からも推定できるが，彼らの住

居の貧相なことがまず自についた。筆者がかつて調査し

たヤキ河港概地区のエヒード・ケチェウエカ（Queche-

hueca）惟1)，およびシナロア州フエルテ河港瓶地区のエ

ヒード・モチス（Mochis）（注2)（いずれも30年代に形成

されたエヒード）の場合と比べれば，両者の差は歴然と

する。

ヤキ河地区における私的農業者（私有地農場の経営者）

の連合組織として，ヤキ平野農牧林業小土地所有者連盟

(Asociaci6n de la Pequefia Propiedad Agricola Gana-

dera y Foresta) del Valle de! Yaqui）がある。筆者は

シウダー・オブレゴンにある同連盟事務局を訪ね，エチ

ェペリーア政権下の農地改革で土地を収用された地主側

の見解を聞くことができた。ここでもネオ・ラティフン

ヂィオに関しては否定的な答えが返ってきた。いわく，

当地では土地私有者は平均40～60へクタールの耕地を所

有するのであって，大土地所有は存在しなu、。ただし彼

らが子供のために土地を買い増してゆくので，結果的に

は同ーの姓の所有者に属する所有地が培える，という説

明であった。これこそまさに『擬装されたラティフンデ

イオJ(latifuclio clisimulado）の一面にほかならないであ

ろう。

説明にあたった同連盟の顧問弁護士は，いかにも頭の

キレそうな少壮の数学者ないし物理学者といったタイプ

だったが，つぎのような鋭いエヒード批判を始めた。「現

在この地方に“土地問題”など存在しません。その証拠

に新しくつくられたヱヒードをみてごらんなさU、。申請

の時点、では50人の名前が連ねてあっても，実際に土地が

与えられてみると，その場所に定住して農業に従事する
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者は10人とか15人とかにすぎません。その他の者はどう シエダーの成員）に分割（各自28ヘクタール）した。こ

なったか。彼らはシウダー・オブレゴンやその他の土地 れにより，ケチェウエカ集団ソシエダーという名称、のみ

で他の職業に就いている。すなわち，町の商人，勤め人 残り，実際には個別経営のソ、ンエダーとなった。個別経

で“エヒダタリオ”の肩書を持つ者が大勢いるのです。 常に転換した主たる理由は，周囲の個別経営のソシエグ

現に私の行く町の床屋さんはエヒダタリオです。また農 ーの方が常に収益が多かったからだという。かくして

地改革省の役人でエヒグゲリオである人を私は2人知1つ 19'.W年，カルデナスによって導入されたヤキ河港瓶地区

ています。これらの人たちが土地を切実に欲しているで の「集団エヒード」の灯は消え，いまこの地区で共同経

しょうか。いったい彼らが農業に興味をもっているでし 営を行なっているのは， 75,76年にエチェベリ｝ア政権

ょうか。；農作業を知っているでしょうか。 “社会問題” 下でつくられた新しいエヒードのみとなった。

としての土地問題な2いまやここには存在しないので （注 1) イi井，；，；：「メキ νコの炭村一一てつの Z ヒー

す。それは一部の農民運動指導者によってつくられた間 ドの調定か「）.....」（『アジア終併J Ul 10：＆第 3¥J・ 

趨なのですcJ 1969（ド 3月） 110～120ベージ。

エヒード・サン・イグナシオ・リオ・ムエノレトは，：11 C ii: 2) 行井主主「メキシコのエヒードの現状と llil勉

地区における70年代の農地改革要求運動の先駆をなすと .，.＇，；，」 （滝川勉，斎藤f：縦『アジア ，.！）農業協同組合』ア

ころであるが，1975年11月に農場を占拠した農民たちは， ジア経済研究所 1973年） 514～525ベージ。

ときのソノラ州知事によって弾圧を受け， 7人の犠牲者 (ii:. cl) :r.ヒ ドu・l:J也l『i1/ ,I) t悼位であつて，ソシ

を出した。 U、まその士地に 7人の墓と，それぞれのtiを L ダ一 Ii従宇fv J (j¥ （、？てある。通常一つのエヒ一ド内に

亥tんだ碑が建〆Jている。たしかに連盟の顧問弁1建士のL、

うように，農上t運動は一部の指導者の煽動によ，〉て起こ 機能に〆パ、亡』.t' ii JI一章「メキ γ コの当；Hlソシエダ

されたものかもしれないが，もしこの地域に「社会問題 ーん なれ70年代に形成された新し いエヒードにjjl 、

としての土地問題」が存在せず，農民が切実に土地を欲 ては， ソシ L ;ii -・It つくらず，エヒードそのものが経

していないとしたならば，生命を賭してまで彼じが闘う 'Prの単位として機能している。

だろうか，というのが筆者の率直な感想、である。

地主側の主張によれば，エヒードになってから生産が

溶ちたといい，一方エヒグタリオの側は，以前はその土

地で地主一家族数人の生計ーを支えていたが，いまは同じ

土地で1000人の生計を支えている，と主張する。また地

主側は，エヒグタリオの中には前述のような名目だけの

ヱヒダタリオが大勢いると批判するのに対して，農民倶I]

は，今回の土地再分配にもかかわらず，まだまだ大土地

所有者は健在である，という。どちらの主張にも真実の

一面を認めざるをえない。

今回のヤキ河濯阪地区訪問は 3日間であったが，最後

のHに， 11年前のちょうど同じ時期に調査を行なった111

知のエヒード，ケチェウエカを訪問した。、当時ケチェヴ

エカ集団ソシエダー（SociedadQuechehuecaじりlectiva)

の執行委員長だったベルナベ・アラナ（BernabeArana) 

氏は，いまやソノラ州下院議員として農民の利益を代表

し，長男のベドロ（Pedro）が父の跡を継いで執行委員長

となっている。しかし：：10年代に設立されたl[l来のエヒー

ドのソシエダー（sociedad)'ii. 3、の中で，最後まで共同経

営を守ってきたケチェウエカ集団ソシエグーも， 74年に

個別経営に転化した。その際耕地は各ソシオ（Socio，ソ

おわりに

以上にみたところから，ンナロア州、｜クリアカン平野准

i陵地区，ソノラリ十｜ヤキ河港j陵地区といった先進的な農業

地帯において，今flのメキシコ農業のかかえる矛盾が露

込し，零細農民と農場経営者との問の対立が先鋭化して

L、ることが明らかである。そこには，農地改革の徹底，

社会正義の実現を主張する立場と，土地の有効な利用と

生産（とくに食糧生産）の増大に最大限の優先権を与え

る立場との対立が表われてし、るともいえよう。そしてエ

チェペリーア前政権のとった措置は前者の立場に一歩を

凝ったものであり，ロベス・ポルティーヨ現政権は後者

の立場を鮮明に打．ち出しているといえる。

こうしたこつの立場の対立はかんたんには解消しそう

にもない。もともと前者は， メキシコ革命以来の当J,,jの

農民に対する公式の立場であって，農地改革を実施して

土地を与えるという公約のもとに，永年にわたって農民

大衆を体制側に抱え込むことが可能でありた。今lhlの措

置はこの公約を部分的に履行したにすぎない。新たにエ

ヒードの土地を与えられた農民の側では，今回の措置で

は満足せずに，さらに土地の追加再分配を要求するとい
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う（注l）。また土地をもたない農民の数は全国的にみて年 し，土地再分配を伴わない生産性の向上こそがメキシコ

年増加し続けており，彼らが他の産業部門に有効に吸収 農業にとって重要である，という意味の発言をしたと伝

されないかぎり，新たな土地の再分配を求める主張はな えられるが（注2），これは従来の政府の公式見解からの訣

くならないであろう。 別を意味するものであり，多くの論議を呼びそうであ

一方後者の立場の主張は近年とくにその重要性を増し る。

てきている。農業生産は7がド代に入って停滞し，なかで （法 1) ゾノラ州両部の新設エヒードによって繕成

も基本的な食糧作物であり以前は輸出余力のあったトウ される「ソノラ州南部ヤキ，マヨ平野地区集団エヒー

モロコシと小麦を輸入に頼らねばならなくなっている。 ド連合J(Coalici6n de ejidos colectivos de) Valle 

土地の有効な利用と生産の熔大がさけばれるゆえんであ de Yaqui y Mayo del Sur de Sonora）では，現在ω

る。そして多くの場合，エヒードの土地が有効に利用さ エヒダタりオ l人あたり 5ヘクタールの耕地面積を，

れていないとu、うヤり玉にあげられる。それとの関連で， 法定最低規準の10ヘクタールまで引き上げるよう，新

シナロア州の CAADES の新しい提案にみられるよう たな土地再分配を要求しているe

に，これまでのエヒードの運営に変更をせまるような動 （注 2) Latin America E印刷micRe拘 rt,Vol. 

きもある。ロベス・ポルティーヨ大統領は，土地再分配 6, No. 23(J四 e16, 1978), p.180. 

を主眼とする農地改革の基本精神そのものに疑問を提起 （アジア経済研究所調査研究剖；主任研究員〕
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